
67 広報あづみの　2014.7.23 2014.7.23　広報あづみの

10月12日
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安
曇
野
の
豊
か
さ
を
発
信

来
年
、
安
曇
野
市
は
市
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
安
曇

野
の
水
や
自
然
の
豊
か
さ
を
発
信
す
る
た
め
、

第
１
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

来
年
6
月
7
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
の
開
催
に
向
け
、
本
年
は
「
信

州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
大
会
～

２
０
１
４
安
曇
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ｣

を

開
催
し
ま
す
。
自
然
豊
か
な
安
曇
野
の
景
色
を

満
喫
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
流
を
通
じ
て
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
観
光
事
業

者
や
行
政
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
が
昨
年
度
策

定
し
た
「
安
曇
野
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
～
安

曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
」
で
は
、
観
光
を

軸
に
し
た
交
流
に
よ
り
、
さ
ら
に
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
輝
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。大

会
開
催
を
安
曇
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
に
も
、
沿
道
で
の
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
、
来
訪
者
と
の
交
流
、
ま
た
、
コ
ー
ス

周
辺
の
交
通
規
制
な
ど
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

信
州
安
曇
野

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン・プ
レ
大
会

２
０
１
４ 

安
曇
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ【コース概要】

安曇野市役所新本庁舎東側をスタート・フィニッシュ地点として、雄大な北アルプス
を背景に堰や湧水を結びます。豊かな自然景観と地域資源を生かした安曇野で暮らす
人々の魅力を発信するコースです。（広報６月号でお知らせしたコースの一部が変更に
なっています）

大会概要
●時間・場所　【開 会 式】　午前 7 時 45 分

【スタート】　午前 8 時
【制限時間】　3 時間

●会　　　場　スタート・フィニッシュ
市役所新本庁舎東側（豊科近代美術館前庭）

●種　　　目　ハーフマラソン（21.0975㎞）
●定　　　員　1,000 人
ランナー申し込み
●参加資格　大会当日 18 歳以上（高校生を除く）
●参 加 料　5,000 円
●申し込み　インターネットまたは郵便振替で申し込み（専用振込用紙は、市役所各支所で入手可）

「ランネット」信州安曇野ハーフマラソン（uhttp://azumino-marathon.com）
●申込期限　インターネット…8 月 31 日（日）、郵便振替…8 月 29 日（金）
※振込手数料は参加者負担、定員になり次第締め切ります。

●活動内容　｢スタート・ゴールの誘導｣、「ゴールでの参加賞・飲料水の配布」、｢手荷物預かり・返却｣、「コ
ース給水サービス（沿道での競技者へ飲食物等の配布）｣、｢救護所の補助｣、｢ランナー通過後
の清掃｣ など　※活動内容は変更になる場合があります。

●募集期限　8 月 29 日（金）まで
●申込条件　中学生以上で、大会当日、指定の時間、場所で活動が可能な人。事前説明会に参加可能であ

ること。（9 月を予定）日本語以外を母国語とする人は日本語の日常会話が可能であること。
その他、主催者が定める参加の注意事項を遵守できる人。

●支給物品　記念品　※食事、交通費の支給はありません。
●申し込み　市ホームページまたは各支所に備え付けの申込用紙に必要事項をご記入の上、直接、持参す

るか、郵送、ファクス、電子メールで送信してください。
●送 付 先　〒 399-8303 安曇野市穂高 6658 番地　市役所穂高支所内観光交流促進課
　　　　　　信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局
　　　　　　682・6622　mkankokoryu@city.azumino.nagano.jp

○お問い合わせ
信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局（市役所穂高支所内観光交流促進課）  472・2239

▷常念岳に向かって拾ヶ堰沿いを走るコースは、
大きな魅力の一つ。

開催日

大募集！ ボランティア
スタッフ


